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▲ 大原西公園愛護会のメンバーなど▲ 公園花壇の整備　　　
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令和４年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

同会は、横浜市にある大原西公園が公開された昭和51年より活動を始め、
① 自治会の約360世帯すべてが同会の構成員となり、連合自治会、小学校等と連携しながら、花苗の植え付けな  

　　どに長年取り組んでいること
②　公園内での緑化活動等をまとめた季刊誌の発行などにより広報等にも努めていること
③　公園のみならず、近隣企業、町内会、小学校や団体と連携して、プロムナードの清掃や植栽、ホタルの育成等を

　　行う「中堀川いこいの場づくり」を続け、幅広い世代に環境の大切さを広めていること
などが評価され、受賞されました。

大原西公園愛護会（神奈川県）

受賞者紹介

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総
理大臣が決定し、表彰を行うものです。
　令和４年は13の個人・団体が受賞されました。受賞者の方々をご紹介します。
　過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202207.html

webアンケートにご協力をお願いします！

（広島県三次市、提供：アサヒグループジャパン株式会社）
表紙の写真 ： アベマキの林
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日
本
の
国
土
の
３
分
の
２
は
森
林
が
占
め
、
こ
れ
ら
を
適

切
に
整
備
、
保
全
す
る
こ
と
は
、
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

吸
収
量
の
確
保
・
強
化
に
つ
な
が
り
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。
ま
た
、
国
土
の

保
全
、
水
源
の
涵
養
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ
た
公
益

的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
上
で
も
重
要
で
あ
り
、
公
的
な
資
金

を
活
用
し
、
森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

一
方
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
、
企
業
等
が
支
援
等
を
し
て
行
う
森
林
づ
く
り
が
全
国
で

広
が
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
活
力
を
生
か
し
た
森
林
づ
く
り

は
森
林
整
備
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
を
国
民
運
動
と
し
て

展
開
す
る
上
で
、
ま
た
、
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
守
り
伝
え

る
た
め
に
も
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
さ
ら
に
多
く
の
企
業

等
に
森
林
づ
く
り

へ
ご
参
画
い
た
だ

く
こ
と
を
目
指
し
、

今
回
、
企
業
等
に

よ
る
森
林
づ
く
り

を
「
脱
炭
素
」
と

い
う
視
点
等
か
ら

顕
彰
す
る
新
た
な

取
組
「
森
林
×
脱

炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
２
２
」
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

 

今
回
選
ば
れ
た

10
件
の
受
賞
者
に
つ

い
て
取
組
の
概
要
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■応募期間：令和４年２月18日～４月８日
■応  募  数 ： 55 件
■審査基準：令和２年及び令和３年の間に行った
森林整備について、 「整備した森林の CO2 吸収量」
「森林整備の取組内容」を総合的に判断
■応募対象：令和２年及び令和３年の間に自ら又
は支援により森林整備を行った法人、団体、個人、
地方公共団体
■受賞者公表：５月13日

同
社
は
、
ビ
ー
ル
瓶
の
王
冠
に

使
用
す
る
ア
ベ
マ
キ
の
樹
皮
を
採

取
す
る
た
め
、
１
９
４
１
年
に
広

島
県
内
の
山
林
を
取
得
し
、
社
有

林
「
ア
サ
ヒ
の
森
」
と
し
て
継
続

的
に
管
理
し
て
き
ま
し
た
。
森
林

認
証
の
取
得
、
森
林
経
営
計
画
の

認
定
を
受
け
、
森
林
整
備
を
計
画

的
に
行
い
、
持
続
的
な
森
林
経
営

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
か
ら
は
、
社
有
林

だ
け
で
な
く
、
そ
の
近
隣
の
財
産

区
と
森
林
保
全
管
理
協
定
を
締
結

し
、
社
有
林
と
一
体
的
な
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る

ア
サ
ヒ
の
森
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
て
、
地
域
の
環
境
保
全
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
財
産
区
に

収
益
を
還
元
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ヒ
の
森
で
は
、
生
物
多
様

性
の
保
全
に
向
け
、
継
続
的
に
動
植

物
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
設
置
な
ど
希
少
種
の

保
全
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
文
化
財
修
復
用
の
木

材
や
檜
皮
な
ど
を
提
供
す
る
森
林

と
し
て
、
文
化
庁
よ
り
「
ふ
る
さ

と
文
化
財
の
森
」
の
認
定
を
受
け

る
と
と
も
に
、
同
社
の
国
内
ビ
ー

ル
工
場
で
使
用
す
る
水
相
当
量
を
、

ア
サ
ヒ
の
森
が
地
下
水
と
し
て
安

定
的
に
供
給
す
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
標
に
掲
げ

て
森
林
の
経
営
管
理
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
ア
サ
ヒ
の
森
が
生
み
出

す
恵
み
は
、
地
域
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

地
元
の
小
学
校

や
大
学
と
連
携

し
、
ア
サ
ヒ
の

森
を
活
用
し
た

森
林
環
境
教
育

を
実
施
し
て
お

り
、
地
域
の
子

ど
も
達
が
森
林

や
林
業
へ
関
心

を
持
つ
き
っ
か

脱炭素への貢献をはじめ、様々な 活動内容から
企業による森林づくりを顕彰

巣箱を活用するブッポウソウ

アベマキ林と針葉樹林

グランプリ（農林水産大臣賞） アサヒグループジャパン株式会社　816t-CO2 ／年
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同
社
は
、
高
知
県
、
四
万
十
町
、
四
万
十

町
森
林
組
合
と
の
４
者
で
協
定
を
締
結
し
、

２
０
０
６
年
よ
り
四
万
十
町
の
民
有
林
の
整

備
・
保
全
活
動
を
行
う
「
結
の
森
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

森
林
資
源
の
持
続
的
な
活
用
を
通
じ
て
森

林
保
全
を
図
る
と
い
う
考
え
の
下
、
四
万
十

町
森
林
組
合
と
の
連
携
に
よ
り
、
整
備
し
た

森
林
か
ら
生
産
さ
れ
た
間
伐
材
を
活
用
し
た

家
具
を
開
発
し
、
全
国
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
毎
年
、
地
元
の
人
々
と
協
働
で
、

間
伐
に
よ
る
植
生
や
生
態
系
の
変
化
な
ど
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
、
適
切
な
森
林
整
備

の
効
果
を
発
信
し
て
お
り
、
地
元
高
校
生
の

学
び
の
場
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
社
有
林
を
適
正
に
経
営
管
理

す
る
こ
と
は
、
S
D
G
s
の
達
成
や
地
球
温

暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
と
い
う
考
え
の
下
、

森
林
経
営
計
画
の
認
定
を
受
け
て
、
植
林
か

ら
木
材
利
用
に
至
る
持
続
的
な
森
林
経
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

特
に
、
再
造
林
の
促
進
に
向
け
て
、
生
産

さ
れ
た
木
材
の
販
売
収
益
を
高
め
、
山
元
へ

還
元
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
木
材
を
無
駄
な
く
使
う
よ
う
、

歩
留
ま
り
を
高
め
る
製
材
を
推
進
す
べ
く
、

理
念
に
共
感
す
る
製
材
所
な
ど
と
の
間
で
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

こ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
は
、
各
地
域

の
森
林
組
合
や
原
木
市
場
も
参
画
し
、
社
有

林
か
ら
は
じ
ま
っ
た
取
組
が
全
国
へ
と
波
及

し
て
い
ま
す
。

同
協
会
は
、「
メ
イ
ド
イ
ン
ト
ー
キ
ョ
ー
の

家
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
東
京
の
木
に
よ

る
家
づ
く
り
を
通
じ
、
健
全
な
森
林
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
多
摩
地
域

の
林
業
会
社
、製
材
所
、プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
、

工
務
店
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
で
は
、
会
員
の
製
材
所
が
生
産
す

る
木
材
に
つ
い
て
、
厳
し
い
品
質
基
準
を
設

定
し
、
こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
木
材
を〝
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
〞と
名
付
け
、
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、
会
員
で
あ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
、

工
務
店
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
の

家
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
主
や
そ
の
家
族
を
森
林
や
製
材

所
に
案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

東
京
の
木
に
よ
る
家
づ
く
り
の
意
義
を
消
費

者
に
伝
え
、
持
続
的
な
森
林
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

優秀賞（林野庁長官賞）　ー　「伐って、使って、植える」森林の循環利用への貢献　ー

森林整備（利用間伐）

四万十町庁舎（結の森の間伐材家具を使用）

大分のパートナー製材所の作業

「TOKYO WOODの家」の建築

歩留まりを向上させる木取方法

土台柱 土台柱
間  柱

チップ

歩留型効率型・量産型

胴  縁

役  物

「TOKYO WOODの家」建築予定者のバスツアー

森林×脱炭素チャレンジ 2022

コクヨ株式会社 842t-CO2 ／年

越井木材工業株式会社 346t-CO2 ／年

一般社団法人  
TOKYO WOOD普及協会 42t-CO2 ／年
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同
団
体
は
、「
贈
り
物
に
木
を
植
え
よ
う
」

を
合
言
葉
に
、
全
国
の
造
林
未
済
地
や
災
害

跡
地
な
ど
に
お
い
て
、
都
市
部
の
個
人
や
法

人
な
ど
の
寄
付
に
よ
り
、
大
切
な
人
や
自
分

自
身
へ
の
「
贈
り
物
」
と
し
て
記
念
樹
を
植

栽
す
る
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ツ
リ
ー
」
の
取
組
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
で
は
、
記
念
樹
は
、
森
林
組
合

等
の
現
地
協
働
者
に
よ
り
植
栽
、
以
後
10
年

間
に
亘
り
保
育
管
理
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
寄
付

金
で
賄
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
記
念
樹
を
贈

ら
れ
た
方
を
現
地
に
招
い
て
植
樹
や
保
育
活

動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
元
住
民
や
林

業
事
業
体
な
ど
が
参
加
す
る
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

各
地
域
の
自
治
体
か
ら
は
、
こ
の
取
組
を

通
じ
て
、
交
流
人
口
の
増
大
に
も
つ
な
が
る

と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「ごうぎん希望の森」での活動

広葉樹林整備の技術研修会

同
行
は
、
地
域
金
融
機
関
と
し
て
、
地
域

課
題
の
解
決
な
ど
地
域
経
済
・
社
会
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。 

そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
０
６
年
か
ら
、
島

根
・
鳥
取
両
県
の
６
カ
所
の
「
ご
う
ぎ
ん
希

望
の
森
」
に
お
い
て
、
行
員
や
そ
の
家
族
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
そ
の
活
動
状
況
を
広
報
誌
や
ポ
ス

タ
ー
に
よ
り
情
報
発
信
し
、
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
森
林
保
全
活
動
に
関
わ
る
地
元

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
団
体
間
の
情
報
交
換
や
交

流
促
進
に
向
け
た
連
携
組
織
を
立
ち
上
げ
活

動
を
支
援
す
る
な
ど
、
森
林
づ
く
り
活
動
を

通
じ
た
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

株式会社山陰合同銀行

同
町
は
、
地
場
産
業
で
あ
る
木
炭
製
造
と
、

長
年
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
っ
た
広
葉
樹
林

の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
森
林
整
備
に
関
す

る
技
術
研
修
会
な
ど
の
開
催
を
通
じ
、
森
林

管
理
に
関
心
の
あ
る
地
元
住
民
な
ど
の
協
力

に
よ
る
多
様
性
に
富
ん
だ
森
林
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

間
伐
さ
れ
た
広
葉
樹
の
丸
太
を
、
町
内
の

製
炭
事
業
者
の
ほ
か
、
シ
ラ
カ
バ
の
樹
皮
や

丸
太
を
活
用
し
た
木
工
製
品
を
製
造
す
る
地

元
の
ク
ラ
フ
ト
ブ
ラ
ン
ド
「
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー

チ
×
イ
ケ
ダ
」
へ
供
給
す
る
こ
と
で
、
地
元

産
業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
広
葉
樹
林
は
、
森
林
資
源

を
活
用
し
た
物
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

地
元
高
校
生
に
対
す
る
森
林
環
境
教
育
の
場

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

優秀賞（林野庁長官賞）　ー　山村地域の振興への貢献　ー

北海道 池田町

認定特定非営利活動法人  
環境リレーションズ研究所 

連携組織「森林を守ろう！山陰ネットワーク会議」
での会員交流

笛吹芦川での植樹

地域文化との交流（熊本山都ツアー）

「ホワイトバーチ×イケダ」のシラカバのコースター

森林×脱炭素チャレンジ 2022

100t-CO2 ／年

41t-CO2 ／年

10t-CO2 ／年
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同
社
は
、
全
国
に
社
有
林
を
有
し
て
お
り
、

森
林
の
公
益
的
機
能
を
保
ち
な
が
ら
、
森
林

を
持
続
的
に
活
用
す
る
「
保
続
林
業
」
の
基

本
理
念
の
下
、
森
林
認
証
を
取
得
し
、
経
営

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

社
有
林
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
、
環
境
保
全
を

重
視
す
る
エ
リ
ア
で
間
伐
等
の
森
林
整
備
を

行
い
な
が
ら
、
木
材
生
産
を
重
視
す
る
エ
リ

ア
で
は
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
配
慮
し
た
皆

伐
、
コ
ン
テ
ナ
苗
木
を
利
用
し
た
再
造
林
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

様
々
な
生
物
の
生
息
域
と
な
る
河
川
等
に

隣
接
す
る
水
辺
林
の
保
全
や
希
少
種
の
保
護

な
ど
生
物
多
様
性
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も

に
、
森
林
経
営
・
木
材
建
材
製
造
・
木
造
建

築
な
ど
の
「
木
」
を
軸
と
し
た
事
業
展
開
に

よ
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

3,415t-CO2 ／年住友林業株式会社

同
社
は
、１
９
８
６
年
よ
り
「
育
児
と
育
樹
、

心
は
ひ
と
つ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
赤
ち
ゃ

ん
の
誕
生
を
記
念
し
た
植
樹
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
希
望
者
の
中
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家

族
を
招
待
し
、
茨
城
県
の
「
ピ
ジ
ョ
ン
美
和

の
森
」
で
毎
年
植
樹
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
植
樹
後
は
、
地
元
の
美
和
木
材
協
同
組
合

の
協
力
の
下
、
下
刈
り
や
枝
打
ち
な
ど
森
林

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
元
々
針
葉
樹
が
主

体
で
あ
っ
た
森
林
に
広
葉
樹
を
植
栽
し
て
針

広
混
交
林
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ビ
オ
ト
ー

プ
を
整
備
す
る
な
ど
、
生
物
多
様
性
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
家

族
が
子
ど
も
の
成
長
の
節
目
に
森
へ
訪
れ
る

な
ど
、
都
市
部
住
民
に
自
然
環
境
と
ふ
れ
あ

う
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ピジョン株式会社

同
財
団
は
、１
９
９
３
年
よ
り
、全
国
の
「
ニ

ッ
セ
イ
の
森
」
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
に
よ
る
森
林
整
備
を
実
施
し
、
こ
れ
ま

で
に
延
べ
３
・
９
万
人
に
よ
り
１
３
８
万
本

の
植
樹
を
行
い
、
針
広
混
交
林
な
ど
多
様
な

森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ニ
ッ
セ
イ
の
森
」
の
多
く
は
、
国
有
林
で

分
収
造
林
契
約
を
結
ん
だ
森
林
で
す
。
国
有

林
を
管
理
す
る
各
森
林
管
理
局
で
は
、
契
約

を
結
ん
で
い
る
森
林
に
つ
い
て
、
毎
年
、
二

酸
化
炭
素
固
定
量
、
水
源
涵
養
等
の
「
環
境

貢
献
度
評
価
」
を
行
っ
て
お
り
、同
財
団
で
は
、

そ
の
結
果
を
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ニ
ッ
セ
イ
の
森
」
で
は
、
小
学
生

を
対
象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
森
林
教
室
を
開
催

す
る
な
ど
、
多
く
の
人
々
の
森
林
へ
の
理
解
・

関
心
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

優秀賞（林野庁長官賞）　ー　森林の有する公益的機能発揮への貢献　ー

公益財団法人 ニッセイ緑の財団

森林×脱炭素チャレンジ 2022

妹の誕生を記念し、苗木を植えるお兄ちゃん

植樹者名簿とメッセージ集

林業用運搬ドローンの開発、販売 コンテナ苗（カラマツ）

“保続林業”の理念の下整備された社有林

ボランティアによる間伐作業

ふれあい森林教室

40t-CO2 ／年

147t-CO2 ／年
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６
月
22
日
、
農
林
水
産
省
本
館
７
階
講
堂
に
お

い
て
「
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
２
」

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
受
賞
企
業
等
の
代
表
者
や
社
員
の

方
々
、
報
道
機
関
な
ど
総
勢
60
名
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
農
林
水
産
省
か
ら
は
、
武
部
農
林
水
産
副

大
臣
が
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て

挨
拶
を
行
っ
た
天
羽
林
野
庁
長
官
（
当
時
）
は
、「
本

取
組
を
含
め
、
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
が
森
林
づ

く
り
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
述
べ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ジ

ャ
パ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
濱
田
様
か

ら
は
、「
今
回
の
顕
彰
の
取
組
は
、
森
林
の
脱
炭
素

機
能
発
揮
等
に
お
け
る
森
林
整
備
の
重
要
性
を
世

の
中
に
広
く
周
知
す
る
契
機
と
な
る
。」
と
本
顕
彰

の
取
組
に
対
す
る
期
待
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
者
代
表
の
皆
様
に
は
、
木
製
の
表
彰
状
や

楯
を
贈
呈
し
、
木
の
香
り
に
包
ま
れ
て
大
変
和
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
の
後
に
は
、
受
賞
者
名
と
二
酸

化
炭
素
吸
収
量
を
記
し
た
木
製
銘
板
を
林
野
庁
長

官
室
前
に
掲
示
し
ま
し
た
。

森林×脱炭素チャレンジ２０２２ 表彰式を開催

森林×脱炭素チャレンジ 2022

木製銘板を持つ受賞者代表の皆様 注：胸章は、宮崎県の福祉施設がスギのカンナくずで製作したものを着用。

企業による森林づくりの取組を普及

受賞者の取組内容やその背景等を伝える
〝受賞者レポート〞

森林づくりを通じて脱炭素に貢献する証
〝グリーンパートナー2022マーク〞

「森林×脱炭素チャ
レンジ2022」受賞者
による森林づくりの取
組内容やその背景につ
いて、分りやすく説明
した「受賞者レポート」
を林野庁ウェブサイト
で公開しています。

「森林×脱炭素チャレンジ2022」に応募いただい
た企業等の皆様については、森林整備を通じて脱
炭素に貢献する「グリーンパートナー2022」として、
林野庁ウェブサイト
で 応 募 者 名 及び
CO2吸収量等を公
表しています。
また、「グリーンパ
ートナー2022」の皆
様には、右のマーク
を森林整備に係る取
組のPRにご活用い
ただけます。



●
原
産
地
表
示
の
ル
ー
ル
を

変
更
す
る
に
至
っ
た
経
緯

　
食
品
へ
の
表
示
は
、「
食
品
表
示
法
」
に
基
づ
き
策
定
さ

れ
た
「
食
品
表
示
基
準
」
に
従
っ
て
行
う
必
要
が
あ
り
、

例
え
ば
、
野
菜
、
果
物
、
肉
、
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
は
、

一
般
的
な
名
称
や
原
産
地
を
必
ず
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
生
鮮
食
品
で
あ
る
し
い
た
け
の
原
産
地
表
示
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
他
の
農
産
物
と
同
様
に
し
い
た
け
を
採

取
し
た
場
所
を
原
産
地
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
し
い
た
け
の
場
合
は
、
し
い
た
け

の
畑
と
も
言
え
る
菌
床
や
ほ
だ
木
の
製
造
さ
れ
た
場
所
と

し
い
た
け
を
収
穫
し
た
場
所
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
、
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
菌
床
か
ら
育
て
た
し
い

た
け
を
国
内
で
収
穫
し
、
国
産
と
し
て
出
荷
す
る
例
が
増

え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
海
外
で
生
産
さ
れ
た
菌
床
由
来
の

し
い
た
け
と
、
国
内
で
生
産
さ
れ
た
菌
床
由
来
の
し
い
た

け
を
消
費
者
が
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
１
）

　
こ
の
た
め
、
し
い
た
け
の
栽
培
の
実
態
を
反
映
す
る
と

と
も
に
、
消
費
者
が
誤
認
す
る
こ
と
な
く
合
理
的
に
食
品

の
選
択
が
で
き
る
よ
う
、
３
月
30
日
に
消
費
者
庁
が
食
品

表
示
基
準
Ｑ
＆
Ａ
を
改
正
し
、「
し
い
た
け
は
栽
培
管
理
上
、

菌
糸
が
培
地
の
中
に
伸
張
す
る
ま
で
の
培
養
初
期
段
階
の

環
境
が
子
実
体
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
木
（
ほ
だ
木
）
又
は
菌
床
培
地
に

種
菌
を
植
え
付
け
た
場
所
（
植
菌
地
）
を
原
産
地
と
す
る
。」

と
の
考
え
方
を
示
し
、
植
菌
地
を
原
産
地
と
し
て
表
示
す

る
こ
と
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

●
新
し
い
原
産
地
表
示
の
ル
ー
ル

　
原
産
地
表
示
の
ル
ー
ル
変
更
に
よ
り
、
生
鮮
食
品
で
あ

る
生
し
い
た
け
に
つ
い
て
は
、
原
木
栽
培
、
菌
床
栽
培
と

も
に
「
種
菌
を
植
え
付
け
た
場
所
（
植
菌
地
）＝
原
産
地
」

と
な
り
、
例
え
ば
、「
Ａ
県
で
植
菌
を
行
い
、Ｂ
県
で
採
取
」

し
た
場
合
、従
来
は
「
Ｂ
県
」
で
あ
っ
た
原
産
地
が
、「
Ａ
県
」

と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　
実
際
の
表
示
に
当
た
っ
て
は
、
原
産
地
（
植
菌
地
）
に

加
え
、
任
意
で
採
取
地
（
収
穫
地
）
を
表
示
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　
ま
た
、
こ
の
変
更
に
伴
い
、
乾
し
い
た
け
を
含
む
し
い

た
け
加
工
品
（
原
材
料
に
占
め
る
重
量
割
合
が
最
も
高
い

原
材
料
が
し
い
た
け
で
あ
る
加
工
品
）
の
原
料
原
産
地
表

示
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
原
材
料
で
あ
る
生
し
い
た
け

の
原
産
地
が
今
回
の
改
正
に
よ
り
「
Ｂ
県
」
か
ら
「
Ａ
国
」

へ
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、
原
料
原
産
地
名
を
「
国
産
」

か
ら
「
Ａ
国
産
」
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
消
費
者
へ
の
周
知
及
び
事
業
者
の
表
示
切
り
替

え
等
の
た
め
の
経
過
措
置
と
し
て
、
生
鮮
食
品
で
あ
る
し

い
た
け
は
９
月
末
ま
で
、
し
い
た
け
加
工
品
は
令
和
５
年

３
月
末
ま
で
は
、
従
前
の
原
産
地
表
示
も
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
栽
培
原
料
の
原
産
地
を
表
示
す
る
取
り
組
み

　
今
回
の
改
正
と
は
別
に
、
全
国
食
用
き
の
こ
種
菌
協
会

で
は
、
菌
床
や
ほ
だ
木
の
原
料
が
国
産
で
あ
る
こ
と
を
表

示
す
る
、栽
培
原
料
原
産
地
商
標
マ
ー
ク（
通
称
、ど
ん
ぐ
り

マ
ー
ク
）の
自
主
的
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

全
国
食
用
き
の
こ
種
菌
協
会
と
そ
の
正
会
員
の
ほ
か
、
協

会
と
協
定
を
結
ん
だ
都
道
府
県
に
よ
り
使
用
許
諾
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
林
野
庁
で
は
、
今
回
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
配
布
す
る
ほ
か
、
よ
く
あ
る
質
問
へ
の
回
答

等
を
作
成
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
木
し
い
た
け
と
菌
床
し
い
た
け
の
生
産
工
程
の

違
い
も
含
め
、
改
正
の
趣
旨
を
説
明
し
た
漫
画
（
図
３
）

も
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
わ
り
に

　
し
い
た
け
を
は
じ
め
と
す
る
栽
培
き
の
こ
は
、
林
業
産

出
額
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
、
山
村
地
域
の
産
業
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
原
木
と
な

る
広
葉
樹
の
循
環
利
用
に
よ
り
、
国
内
の
森
林
の
健
全
な

育
成
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
し
い
た
け
を
購
入
す
る
際
は
原
産
地
表
示
や

ど
ん
ぐ
り
マ
ー
ク
に
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

資料：農林水産省「特用林産基礎資料」、財務省「貿易統計」
注： 輸入菌床による国内生産量は推計値（貿易統計が存在する平成15年以降を記載）

生しいたけの国内生産量及び輸入量の推移（原木含む）グラフ1
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しいたけの原産地表示が変わりました！しいたけの原産地表示が変わりました！
　皆さんは、スーパーなどで買い物をする時に、パッケージ
などに書かれた表示を確認していますか？普段から、野菜や
果物などがどこで生産されたものか気になって確認してい
る、という方は多いのではないでしょうか。
　３月30日に生しいたけの原産地表示のルールが変更とな
りました。その概要等について改めてご紹介します。



●
原
産
地
表
示
の
ル
ー
ル
を

変
更
す
る
に
至
っ
た
経
緯

　
食
品
へ
の
表
示
は
、「
食
品
表
示
法
」
に
基
づ
き
策
定
さ

れ
た
「
食
品
表
示
基
準
」
に
従
っ
て
行
う
必
要
が
あ
り
、

例
え
ば
、
野
菜
、
果
物
、
肉
、
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
は
、

一
般
的
な
名
称
や
原
産
地
を
必
ず
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
生
鮮
食
品
で
あ
る
し
い
た
け
の
原
産
地
表
示
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
他
の
農
産
物
と
同
様
に
し
い
た
け
を
採

取
し
た
場
所
を
原
産
地
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
し
い
た
け
の
場
合
は
、
し
い
た
け

の
畑
と
も
言
え
る
菌
床
や
ほ
だ
木
の
製
造
さ
れ
た
場
所
と

し
い
た
け
を
収
穫
し
た
場
所
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
、
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
菌
床
か
ら
育
て
た
し
い

た
け
を
国
内
で
収
穫
し
、
国
産
と
し
て
出
荷
す
る
例
が
増

え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
海
外
で
生
産
さ
れ
た
菌
床
由
来
の

し
い
た
け
と
、
国
内
で
生
産
さ
れ
た
菌
床
由
来
の
し
い
た

け
を
消
費
者
が
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
１
）

　
こ
の
た
め
、
し
い
た
け
の
栽
培
の
実
態
を
反
映
す
る
と

と
も
に
、
消
費
者
が
誤
認
す
る
こ
と
な
く
合
理
的
に
食
品

の
選
択
が
で
き
る
よ
う
、
３
月
30
日
に
消
費
者
庁
が
食
品

表
示
基
準
Ｑ
＆
Ａ
を
改
正
し
、「
し
い
た
け
は
栽
培
管
理
上
、

菌
糸
が
培
地
の
中
に
伸
張
す
る
ま
で
の
培
養
初
期
段
階
の

環
境
が
子
実
体
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
木
（
ほ
だ
木
）
又
は
菌
床
培
地
に

種
菌
を
植
え
付
け
た
場
所
（
植
菌
地
）
を
原
産
地
と
す
る
。」

と
の
考
え
方
を
示
し
、
植
菌
地
を
原
産
地
と
し
て
表
示
す

る
こ
と
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

●
新
し
い
原
産
地
表
示
の
ル
ー
ル

　
原
産
地
表
示
の
ル
ー
ル
変
更
に
よ
り
、
生
鮮
食
品
で
あ

る
生
し
い
た
け
に
つ
い
て
は
、
原
木
栽
培
、
菌
床
栽
培
と

も
に
「
種
菌
を
植
え
付
け
た
場
所
（
植
菌
地
）＝
原
産
地
」

と
な
り
、
例
え
ば
、「
Ａ
県
で
植
菌
を
行
い
、Ｂ
県
で
採
取
」

し
た
場
合
、従
来
は
「
Ｂ
県
」
で
あ
っ
た
原
産
地
が
、「
Ａ
県
」

と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　
実
際
の
表
示
に
当
た
っ
て
は
、
原
産
地
（
植
菌
地
）
に

加
え
、
任
意
で
採
取
地
（
収
穫
地
）
を
表
示
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　
ま
た
、
こ
の
変
更
に
伴
い
、
乾
し
い
た
け
を
含
む
し
い

た
け
加
工
品
（
原
材
料
に
占
め
る
重
量
割
合
が
最
も
高
い

原
材
料
が
し
い
た
け
で
あ
る
加
工
品
）
の
原
料
原
産
地
表

示
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
原
材
料
で
あ
る
生
し
い
た
け

の
原
産
地
が
今
回
の
改
正
に
よ
り
「
Ｂ
県
」
か
ら
「
Ａ
国
」

へ
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、
原
料
原
産
地
名
を
「
国
産
」

か
ら
「
Ａ
国
産
」
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
消
費
者
へ
の
周
知
及
び
事
業
者
の
表
示
切
り
替

え
等
の
た
め
の
経
過
措
置
と
し
て
、
生
鮮
食
品
で
あ
る
し

い
た
け
は
９
月
末
ま
で
、
し
い
た
け
加
工
品
は
令
和
５
年

３
月
末
ま
で
は
、
従
前
の
原
産
地
表
示
も
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
栽
培
原
料
の
原
産
地
を
表
示
す
る
取
り
組
み

　
今
回
の
改
正
と
は
別
に
、
全
国
食
用
き
の
こ
種
菌
協
会

で
は
、
菌
床
や
ほ
だ
木
の
原
料
が
国
産
で
あ
る
こ
と
を
表

示
す
る
、栽
培
原
料
原
産
地
商
標
マ
ー
ク（
通
称
、ど
ん
ぐ
り

マ
ー
ク
）の
自
主
的
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

全
国
食
用
き
の
こ
種
菌
協
会
と
そ
の
正
会
員
の
ほ
か
、
協

会
と
協
定
を
結
ん
だ
都
道
府
県
に
よ
り
使
用
許
諾
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
林
野
庁
で
は
、
今
回
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
配
布
す
る
ほ
か
、
よ
く
あ
る
質
問
へ
の
回
答

等
を
作
成
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
木
し
い
た
け
と
菌
床
し
い
た
け
の
生
産
工
程
の

違
い
も
含
め
、
改
正
の
趣
旨
を
説
明
し
た
漫
画
（
図
３
）

も
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
わ
り
に

　
し
い
た
け
を
は
じ
め
と
す
る
栽
培
き
の
こ
は
、
林
業
産

出
額
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
、
山
村
地
域
の
産
業
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
原
木
と
な

る
広
葉
樹
の
循
環
利
用
に
よ
り
、
国
内
の
森
林
の
健
全
な

育
成
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
し
い
た
け
を
購
入
す
る
際
は
原
産
地
表
示
や

ど
ん
ぐ
り
マ
ー
ク
に
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

改正後の原産地表示（原木も菌床も原産地＝植菌地）図 1

原産地表示の一例図 2

ど
ん
ぐ
り
マ
ー
ク

改正の趣旨を説明した漫画図 3
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日
本
は
、
国
土
の
約
7
割
を
森
林
が
占

め
、
そ
の
多
く
が
「
山
」
に
存
在
し
て
い

ま
す
。
日
本
人
は
古
来
、
山
に
畏
敬
の
念

を
抱
き
、
森
林
か
ら
の
恵
み
に
感
謝
し
共

存
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
豊
か
な
森
林
の
恵
み
に
感
謝
し
、

美
し
い
山
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
平
成
28
年
に
国
民
の
祝
日
と
し
て
、

8
月
11
日
を
「
山
の
日
」
と
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　「
山
の
日
」
の
制
定
を
記
念
し
、
毎
年
、

「
山
の
日
」
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
々

に
、
山
の
魅
力
や
森
林
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
8
月
10
日
（
水
）
、
11
日
（
木
）

に
「
山
を
想
い
、
山
を
愛
し
、
山
と
生
き

る
〜
樹
氷
輝
く
蔵
王
の
や
ま
が
た
か
ら
、

未
来
へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
山
形
県
の
山

形
市
と
上
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
山
形
県
に
は
、
蔵
王
山
・
月
山
・
鳥
海

山
・
大
朝
日
岳
・
飯
豊
山
・
西
吾
妻
山
な

ど
の
日
本
百
名
山
に
選
定
さ
れ
た
著
名
な

山
々
の
ほ
か
、
古
く
か
ら
山
岳
信
仰
の
対

象
と
な
り
精
神
文
化
の
礎
と
な
っ
て
い
る

山
、
ク
ア
オ
ル
ト
（
気
候
性
地
形
療
法
）

な
ど
の
健
康
づ
く
り
に
利
用
さ
れ
て
い

る
山
、
地
域
で
身
近
に
親
し
ま
れ
様
々

な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
里
山
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　「
山
の
日
」
全
国
大
会
で
は
、
こ
れ
ら

の
山
の
魅
力
や
、
山
を
支
え
る
人
々
の
営

み
、
山
の
恵
み
な
ど
を
全
国
に
広
く
情
報

発
信
す
る
た
め
、
記
念
式
典
の
ほ
か
、
や

ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）
に
お
い

て
、
著
名
人
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や

歓
迎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
グ
ル
メ
・
特
産

品
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
）

な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
夏
は
山
形
県
の
ほ
か
、
全

国
各
地
で
自
然
体
験
や
森
林
教
室
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

し
っ
か
り
講
じ
た
上
で
、
是
非
参
加
い
た

だ
き
、
山
や
森
林
に
親
し
み
を
感
じ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第6回「山の日」全国大会が
山形県で開催されます!!
第6回「山の日」全国大会が
山形県で開催されます!!

蔵王・お釜（熊野岳）

ざ
　
お
う
　
さ
ん

が
っ
　
さ
ん

さ
ん

お
お    

あ
さ
ひ    

だ
け

い
い   

で   

さ
ん

に
し    

あ
ず
ま    

や
ま

ち
ょ
う 

か
い

開催日（記念式典等） 開催地

第１回（H28.8.11） 長野県松本市

第２回（H29.8.11） 栃木県那須町

第３回（H30.8.11） 鳥取県米子市・大山町

第４回（R1.8.11） 山梨県甲府市

第５回（R3.8.11） 大分県九重町・竹田市

2
TOPICS

「山の日」全国大会 過去の開催地「山の日」全国大会 過去の開催地

東北で
初開催！

10林野 2022.7 No.184



▲散策会（北海道）

▲散策会（北海道）

▲森林環境整備（青森県）

▲親子森林教室（秋田県）

▲「子ども樹木博士」チャレンジ（福島県）

▲木工教室（和歌山県）

森林管理局 日程 行事名 参加人数（予定） 実施場所(都道府県・市町村) 主催者

網走南部森林管理署・常呂川森林
ふれあい推進センター

眺望山・梵珠山自然休養林
保護管理協議会

東北森林管理局
技術普及課

第６回「山の日」全国大会
実行委員会（山形県）

赤谷森林ふれあい
推進センター

福島民有新聞社

富山県自然保護課

松本市・環境省

上松町観光協会

木曽森林管理署
南木曽支署

岐阜県、中津川市、
東濃森林管理署

和歌山森林管理署・
和歌山県西牟婁振興局

北海道

東北

東北

東北

関東

関東

中部

中部

中部

中部

中部

近畿
中国

8月27日

7月中

8月6日

8月10日

7月30日

7月24日

8月6日

8月11日

7月30日～
8月15日

7月1日

8月11日

8月9日

「山の日」記念散策会

「山の日」記念
森林環境整備活動

「山の日」記念　仁別の森林（もり）
で遊ぼう！夏休み親子森林教室

第６回「山の日」全国大会
蔵王記念登山

赤谷の森自然散策（夏）

親子「子ども樹木博士」
チャレンジ！2022

美女平の植生調査体験

「山の日」四方山祭り
in 上高地

夏休み自然体験イベント
トムソーヤクラブ村 木曽・上松

森林教室（自然散策）

なかつがわ
「山の日（サンデー）」

第37回夏休み木工教室

30名

ボランティア
30名程度

親子５～10組
（最大20名程度）

100名

20名

40名

40名

未定

未定

39名

未定

20名

北海道小清水町
ほか

眺望山自然休養林
（青森県青森市）

仁別森林博物館
（秋田県秋田市）

山形県・山形市・
上山市

群馬県みなかみ町

福島県福島市

富山県立山町

長野県松本市
（上高地）

長野県木曽郡上松町
（赤沢自然休養林）

長野県木曽郡
南木曽町

岐阜県中津川市

和歌山県田辺市

TOPICS2 第6回「山の日」全国大会が山形県で開催されます!!

過去に開催された「山の日」のイベント過去に開催された「山の日」のイベント

「山の日」を普及啓発する行事（７～８月）「山の日」を普及啓発する行事（７～８月）

11 2022.7 No.184 林野



トチノキをお手植えされる天皇陛下（提供：滋賀県）

おことばを述べられる天皇陛下（提供：滋賀県） 式典会場 記念植樹をする金子農林水産大臣

ホンシャクナゲをお手播きされる皇后陛下（提供：滋賀県）

　６月５日、「木を植えよう　びわ湖も緑のしずくから」をテーマに、天皇皇后両陛下のオンラインでのご臨席のも
と、滋賀県甲賀市鹿深夢の森で「第72回全国植樹祭」が開催されました。
　滋賀県では、昭和50年５月25日に栗東市（当時の栗太郡栗東町）で「第26回全国植樹祭」が開かれ、天皇皇后両
陛下によるお手植え（ヒノキ、モミジ）などの式典行事が行われており、今回の大会は２回目の開催となります。
　式典前のプロローグでは、古くから人々の暮らしと関わり、滋賀県の文化を担ってきた豊かな琵琶湖と、その周り
を取り囲む森林との繋がりが映像とダンスで紹介されました。
　式典では、天皇陛下から「健全な森林を育み、木々を木材として循環利用しながら、次の世代、またその次の世代へ
と引き継いでいくことは、私たちの果たすべき大切な使命であると考えます」とのおことばを賜りました。また、細田
博之国土緑化推進機構会長（衆議院議長）及び三日月大造滋賀県知事のあいさつがあったほか、全国の緑化功労者
や各種コンクールの表彰が行われ、金子原二郎農林水産大臣などによる記念植樹が行われました。
　赤坂御用地では、天皇陛下がスギ（少花粉スギ「近江さわやか杉」）、トチノキ、アカガシの苗木を、皇后陛下がヒノ
キ、イロハモミジ、エドヒガンの苗木をそれぞれお手植えされました。また、天皇陛下はクロマツとコウヤマキ、皇后陛
下はウツクシマツとホンシャクナゲの種子をお手播きされました。
　最後に、濱田純一国土緑化推進機構理事長が大会宣言を行い、三日月滋賀県知事から来年全国植樹祭が開催さ
れる岩手県の達増拓也知事に、全国植樹祭のシンボルである「木製の地球儀」を手渡して幕を閉じました。
　次回の第73回全国植樹祭は、来春、岩手県の高田松原津波復興祈念公園を主会場に開催される予定です。

全国植樹祭とは
　全国植樹祭は、天皇皇后両陛下のご臨席のもと、豊かな国土の基盤である森林・緑に対する理解を深めるため、昭
和２５年から各都道府県を巡って毎年春季に開催されている国土緑化運動の中心的な行事です。
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あわくら会館（岡山県西粟倉村）内閣総理大臣賞

国土交通大臣賞 環境大臣賞農林水産大臣賞
髙惣木工ビル
（宮城県仙台市）

タクマビル新館（研修センター）
（兵庫県尼崎市）

流山市立おおぐろの森小学校
（千葉県流山市）

（株）川澄・小林研二写真事務所（株）川澄・小林研二写真事務所
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令和４年度木材利用優良施設等コンクール令和４年度木材利用優良施設等コンクール令和４年度木材利用優良施設等コンクール令和４年度木材利用優良施設等コンクール

応募施設等を募集中！応募施設等を募集中！応募施設等を募集中！応募施設等を募集中！
　木材利用優良施設等コンクール（主催：木材利用推進中央協議会）は、木材利用の一層の推進を図り、国産材の需
要を拡大するため、地域の木材を持続的かつ有効に活用した施設や、木造・木質化への新たな提案、地球温暖化防止
等への配慮がなされている施設などについて、審査・表彰するものです。内閣総理大臣賞をはじめとする大臣賞等と、
これに続く優秀賞を選定します。
　今年度から新たに文部科学大臣賞を創設するほか、国産材の取扱量が多いなど国産材の利用拡大に向けた取組を
積極的に行う建築事業者等を表彰する「国産材利用推進部門」を設け、農林水産大臣賞等を選定します。
　受賞者はホームページや事例集を作成し、紹介・ＰＲいたします。たくさんのご応募をお待ちしています！

木材利用推進中央協議会HP ： https://www.jcatu.jp/concours/
応募先 ：

上記HPから応募様式をダウンロードし、下記応募フォームよりご応募ください。
応募フォーム ： 
https://www.jcatu.jp/concours_r4/index.php
応募期間 ： 7月8日（金）～8月29日（月）
審査費用 ： 無料

【お問い合わせ】
〒100-0014東京都千代田区永田町2-4-3
木材利用推進中央協議会　担当［角、米望、黒江］
TEL : 03-3580-0335

令和3年度の受賞施設

国産材利用推進部門
を新設！

国産材利用推進部門
を新設！



徳
島
県

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

市
町
村
の
新
た
な
森
林
管
理
の
推
進
と

　  
　
　
　
　   

森
林
資
源
の
活
用
に
向
け
て

Vol.

4

中
心
に
、
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

（
令
和
３
年
度
譲
与
額
：
1
1
7
，
9
5
3

千
円
）

① 

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
向
け

た
市
町
村
へ
の
支
援
（
令
和
３
年
度
決
算

見
込
額
：
1
6
，
1
4
2
千
円
）

め
、
対
象
地
区
を
選
定
す
る
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
県
が
保
有
す
る

森
林
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
良
や
、
過

去
の
施
業
履
歴
デ
ー
タ
等
を
市
町
村
に
提

供
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
町
村
が
施
業
を
行
う
森
林

の
境
界
の
明
確
化
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

植
栽
当
時
の
状
況
か
ら
森
林
の
境
界
を
推

定
す
る
こ
と
が
可
能
な
過
去
の
航
空
写
真

デ
ー
タ
を
整
備
し
て
、
提
供
し
ま
し
た
。

設
置
や
現
場
見
学
会
の
開
催
を
通
じ
、
木

材
の
良
さ
に
つ
い
て
一
般
の
方
へ
普
及
啓

発
を
行
っ
た
場
合
に
、
木
材
使
用
量
に
応

② 

林
業
の
担
い
手
育
成
・
確
保
（
令
和

３
年
度
決
算
見
込
額
：
5
9
，
5
8
8

千
円
）

　
「
即
戦
力
」
と
な
る
若
手
林
業
就
業
者

を
養
成
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に
、「
と

く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
設
立
し
ま

し
た
（
公
益
社
団
法
人
徳
島
森
林
づ
く
り

推
進
機
構
が
運
営
）。
徳
島
県
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
同
ア
カ
デ
ミ

ー
の
運
営
経
費
（
研
修
に
必
要
な
林
業
機

械
の
リ
ー
ス
代
等
）
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
83
名
の
卒
業
生
全
員
が
県

内
林
業
事
業
体
へ
就
職
し
ま
し
た
。
卒
業

生
の
求
人
倍
率
は
3
倍
を
超
え
、
業
界
か

ら
の
要
望
も
高
い
こ
と
か
ら
、
令
和
5
年

度
・
第
八
期
研
修
生
の
募
集
に
当
た
っ
て

　　
令
和
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
森
林

経
営
管
理
制
度
は
、
市
町
村
が
主
体
と
な

っ
て
森
林
の
管
理
を
行
う
新
た
な
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
、
市
町
村
が
円
滑
に
制
度
を
運
用

す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
制
度
の
運
用
開
始

に
備
え
て
、
平
成
30
年
5
月
に
、
県
内
24

市
町
村
と
徳
島
県
、
徳
島
森
林
づ
く
り
推

進
機
構
な
ど
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
と

く
し
ま
森
林
経
営
管
理
協
議
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
林
野
庁
の

担
当
を
招
い
た
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森

林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
情
報
伝
達
や
、

市
町
村
担
当
者
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
事
例
報
告
な
ど
の
情
報
共
有
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
が
森
林
経
営
管
理
制
度

や
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
経
営
管

理
を
行
う
森
林
は
、
施
業
の
進
ん
で
い
な

い
条
件
が
不
利
な
森
林
を
対
象
と
す
る
た

は
、
定
員
を
こ
れ
ま
で
の
20
名
か
ら
30
名

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
職
業
と
し
て
の
林
業
」
を
意

識
付
け
る
た
め
、
小
中
高
生
を
対
象
と
し

た
出
前
授
業
や
林
業
体
験
の
実
施
、Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
者
の
人
材
確
保
を
図
る
た
め
の

相
談
窓
口
の
設
置
に
加
え
、
林
業
体
験
イ

ベ
ン
ト
等
の
実
施
、
タ
ウ
ン
誌
・Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
に
よ
る
林
業
就
業
に
関
す
る
広
報
も
実

施
し
ま
し
た
。

③ 

県
産
材
の
利
用
の
促
進
（
令
和
３
年

度
決
算
見
込
額
：
4
2
，
2
2
4
千
円
）

　
令
和
3
年
10
月
24
日
に
、
都
道
府
県
立

で
は
全
国
初
と
な
る
「
徳
島
木
の
お
も
ち

ゃ
美
術
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同

美
術
館
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
集
い
、
森
林
の
役

割
や
重
要
性
、
木
材
の
良
さ
な
ど
を
「
遊

び
」「
学
び
」「
体
験
」
で
き
る
「
新
た
な

木
育
拠
点
」
で
、「
木
の
香
り
や
温
も
り
」

を
体
感
し
な
が
ら
、大
い
に
楽
し
め
る「
体

験
型
施
設
」
で
す
。
徳
島
県
で
は
、
木
材

の
利
用
や
普
及
啓
発
の
観
点
か
ら
、
そ
の

整
備
費
の
一
部
に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
産
材
の
建
築
資
材
と
し
て
の

利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
県
木
材
認
証
機

構
に
よ
る
認
証
県
産
材
を
用
い
て
新
築
改

修
さ
れ
る
建
築
物
に
お
い
て
、
の
ぼ
り
旗

シリーズ

14林野 2022.7 No.184

写真2 徳島森林情報管理システム（森林GIS）　H21（左）、S40年代（右）

写真1 とくしま森林経営管理協議会

１　
徳
島
県
の
現
状

　
徳
島
県
の
森
林
面
積
は
、
約
３
１
５
千

ha
（
総
土
地
面
積
の
75
・
５
％
）
で
、
民

有
林
人
工
林
面
積
は
約
１
９
０
千
ha
で

す
。ま
た
、ス
ギ・ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
う
ち
、

75
％
は
10
齢
級
以
上
で
利
用
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
核
と

し
た
地
方
創
生
を
目
指
し
、
令
和
元
年
度

よ
り
「
ス
マ
ー
ト
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
し
、「
担
い
手
の
育
成
」
や
「
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
」
な
ど
に
よ
り
、

令
和
10
年
度
の
「
県
産
材
生
産
量
70
万

㎥
」の
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　
森
林
環
境
譲
与
税
の
主
な
取
組

　　
徳
島
県
で
は
、
県
に
譲
与
さ
れ
て
い
る

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
市
町
村

に
お
け
る
事
業
実
施
の
支
援
に
加
え
、
人

材
の
育
成
・
確
保
や
木
材
利
用
の
促
進
を

じ
た
工
務
店
等
へ
の
助
成
を
行
い
ま
し
た

（
10
㎥
以
上
15
㎥
未
満
20
万
円
等
。
令
和

３
年
度
は
７
件
に
助
成
）。

　
３　
お
わ
り
に

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
一
人
当
た
り
１
，

０
０
０
円
の
森
林
環
境
税
の
徴
収
が
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
使
途
に
対
す
る
関
心
は
、
一
層
高
ま
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
は

も
と
よ
り
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
円
滑
な
活
用
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。



中
心
に
、
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

（
令
和
３
年
度
譲
与
額
：
1
1
7
，
9
5
3

千
円
）

① 

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
向
け

た
市
町
村
へ
の
支
援
（
令
和
３
年
度
決
算

見
込
額
：
1
6
，
1
4
2
千
円
）

め
、
対
象
地
区
を
選
定
す
る
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
県
が
保
有
す
る

森
林
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
良
や
、
過

去
の
施
業
履
歴
デ
ー
タ
等
を
市
町
村
に
提

供
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
町
村
が
施
業
を
行
う
森
林

の
境
界
の
明
確
化
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

植
栽
当
時
の
状
況
か
ら
森
林
の
境
界
を
推

定
す
る
こ
と
が
可
能
な
過
去
の
航
空
写
真

デ
ー
タ
を
整
備
し
て
、
提
供
し
ま
し
た
。

設
置
や
現
場
見
学
会
の
開
催
を
通
じ
、
木

材
の
良
さ
に
つ
い
て
一
般
の
方
へ
普
及
啓

発
を
行
っ
た
場
合
に
、
木
材
使
用
量
に
応

② 

林
業
の
担
い
手
育
成
・
確
保
（
令
和

３
年
度
決
算
見
込
額
：
5
9
，
5
8
8

千
円
）

　
「
即
戦
力
」
と
な
る
若
手
林
業
就
業
者

を
養
成
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に
、「
と

く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
設
立
し
ま

し
た
（
公
益
社
団
法
人
徳
島
森
林
づ
く
り

推
進
機
構
が
運
営
）。
徳
島
県
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
同
ア
カ
デ
ミ

ー
の
運
営
経
費
（
研
修
に
必
要
な
林
業
機

械
の
リ
ー
ス
代
等
）
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
83
名
の
卒
業
生
全
員
が
県

内
林
業
事
業
体
へ
就
職
し
ま
し
た
。
卒
業

生
の
求
人
倍
率
は
3
倍
を
超
え
、
業
界
か

ら
の
要
望
も
高
い
こ
と
か
ら
、
令
和
5
年

度
・
第
八
期
研
修
生
の
募
集
に
当
た
っ
て

　　
令
和
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
森
林

経
営
管
理
制
度
は
、
市
町
村
が
主
体
と
な

っ
て
森
林
の
管
理
を
行
う
新
た
な
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
、
市
町
村
が
円
滑
に
制
度
を
運
用

す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
制
度
の
運
用
開
始

に
備
え
て
、
平
成
30
年
5
月
に
、
県
内
24

市
町
村
と
徳
島
県
、
徳
島
森
林
づ
く
り
推

進
機
構
な
ど
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
と

く
し
ま
森
林
経
営
管
理
協
議
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
林
野
庁
の

担
当
を
招
い
た
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森

林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
情
報
伝
達
や
、

市
町
村
担
当
者
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
事
例
報
告
な
ど
の
情
報
共
有
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
が
森
林
経
営
管
理
制
度

や
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
経
営
管

理
を
行
う
森
林
は
、
施
業
の
進
ん
で
い
な

い
条
件
が
不
利
な
森
林
を
対
象
と
す
る
た

は
、
定
員
を
こ
れ
ま
で
の
20
名
か
ら
30
名

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
職
業
と
し
て
の
林
業
」
を
意

識
付
け
る
た
め
、
小
中
高
生
を
対
象
と
し

た
出
前
授
業
や
林
業
体
験
の
実
施
、Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
者
の
人
材
確
保
を
図
る
た
め
の

相
談
窓
口
の
設
置
に
加
え
、
林
業
体
験
イ

ベ
ン
ト
等
の
実
施
、
タ
ウ
ン
誌
・Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
に
よ
る
林
業
就
業
に
関
す
る
広
報
も
実

施
し
ま
し
た
。

③ 

県
産
材
の
利
用
の
促
進
（
令
和
３
年

度
決
算
見
込
額
：
4
2
，
2
2
4
千
円
）

　
令
和
3
年
10
月
24
日
に
、
都
道
府
県
立

で
は
全
国
初
と
な
る
「
徳
島
木
の
お
も
ち

ゃ
美
術
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同

美
術
館
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
集
い
、
森
林
の
役

割
や
重
要
性
、
木
材
の
良
さ
な
ど
を
「
遊

び
」「
学
び
」「
体
験
」
で
き
る
「
新
た
な

木
育
拠
点
」
で
、「
木
の
香
り
や
温
も
り
」

を
体
感
し
な
が
ら
、大
い
に
楽
し
め
る「
体

験
型
施
設
」
で
す
。
徳
島
県
で
は
、
木
材

の
利
用
や
普
及
啓
発
の
観
点
か
ら
、
そ
の

整
備
費
の
一
部
に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
産
材
の
建
築
資
材
と
し
て
の

利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
県
木
材
認
証
機

構
に
よ
る
認
証
県
産
材
を
用
い
て
新
築
改

修
さ
れ
る
建
築
物
に
お
い
て
、
の
ぼ
り
旗
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写真４ 林業体験の実施状況写真５ 徳島木のおもちゃ美術館（外観）

１　
徳
島
県
の
現
状

　
徳
島
県
の
森
林
面
積
は
、
約
３
１
５
千

ha
（
総
土
地
面
積
の
75
・
５
％
）
で
、
民

有
林
人
工
林
面
積
は
約
１
９
０
千
ha
で

す
。ま
た
、ス
ギ・ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
う
ち
、

75
％
は
10
齢
級
以
上
で
利
用
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
核
と

し
た
地
方
創
生
を
目
指
し
、
令
和
元
年
度

よ
り
「
ス
マ
ー
ト
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
し
、「
担
い
手
の
育
成
」
や
「
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
」
な
ど
に
よ
り
、

令
和
10
年
度
の
「
県
産
材
生
産
量
70
万

㎥
」の
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　
森
林
環
境
譲
与
税
の
主
な
取
組

　　
徳
島
県
で
は
、
県
に
譲
与
さ
れ
て
い
る

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
市
町
村

に
お
け
る
事
業
実
施
の
支
援
に
加
え
、
人

材
の
育
成
・
確
保
や
木
材
利
用
の
促
進
を写真３ とくしま林業アカデミー（伐倒理論実習）

じ
た
工
務
店
等
へ
の
助
成
を
行
い
ま
し
た

（
10
㎥
以
上
15
㎥
未
満
20
万
円
等
。
令
和

３
年
度
は
７
件
に
助
成
）。

　
３　
お
わ
り
に

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
一
人
当
た
り
１
，

０
０
０
円
の
森
林
環
境
税
の
徴
収
が
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
使
途
に
対
す
る
関
心
は
、
一
層
高
ま
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
は

も
と
よ
り
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
円
滑
な
活
用
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

写真６ 徳島木のおもちゃ美術館（内観）



所 在 地 奄美大島、徳之島、沖縄島北部、西表島

遺 産 地 域 42,698 ha

うち国有林 28,891 ha（国有林野率68％）

関係県・市町村 鹿児島県、沖縄県、12市町村（奄美市、大和村、
宇検村、瀬戸内町、龍郷町、徳之島町、天城町、
伊仙町、国頭村、大宜味村、東村、竹富町）

　「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」は、イリオモテ
ヤマネコ、ノグチゲラ、アマミノクロウサギ、ヤンバルクイナ
など、IUCN（国際自然保護連合）レッドリストの絶滅危惧種
95種（そのうち75種は固有種）を含む陸生動植物にとって
かけがえのない生息・生育地となっており、生物多様性に富む
極めて重要な自然を有しています。

奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島の概要

九州森林管理局

世界自然遺産「奄美大島、徳之島、
沖縄島北部及び西表島」の保護管理について

SERIES. 国有林野事業の取組

◆
は
じ
め
に

　
九
州
森
林
管
理
局
管
内
の
国
有
林
は
、
九

州
中
央
山
地
か
ら
雲
仙
、
阿
蘇
、
九
重
、
霧

島
、
桜
島
と
い
っ
た
火
山
地
帯
、
対
馬
や
五

島
、
屋
久
島
、
奄
美
群
島
、
南
西
諸
島
と
い

っ
た
離
島
ま
で
、
南
北
約
1
2
0
0
km
の
広

範
囲
に
分
布
し
て
お
り
、
多
様
な
森
林
生
態

系
を
有
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
3

年
7
月
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」
（
以
下
「
遺
産
地
域
」
と
い

う
。
）
に
お
け
る
保
護
管
理
の
体
制
や
当

局
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

遺
産
地
域
の
概
要
や
登
録
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
は
、
本
誌
2
0
2
1
年
9
月
号
に

詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
保
護
管
理
の
体
制

　
遺
産
地
域
の
保
護
管
理
に
当
た
っ
て
は
、

管
理
機
関
で
あ
る
国
、
県
、
市
町
村
で
地
域

連
絡
会
議
を
設
置
し
、
関
係
行
政
機
関
の
連

絡
調
整
を
図
り
つ
つ
、
包
括
的
管
理
計
画
や

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
に
基
づ
い
て
、
当
該
地

域
の
自
然
環
境
の
保
護
・
管
理
を
適
切
か
つ

円
滑
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
管
理
に
必
要
な
科
学
的
助

言
を
得
る
た
め
学
識
経
験
者
に
よ
る
科
学
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
当
局
は
事
務
局

の
一
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
登
録
時
に
世
界
遺
産
委
員
会

か
ら
要
請
さ
れ
た
4
つ
の
事
項
（
①
適
正

な
観
光
利
用
、
②
交
通
事
故
等
に
よ
る
絶

滅
危
惧
種
へ
の
被
害
防
止
、
③
河
川
再

生
、
④
緩
衝
地
帯
に
お
け
る
森
林
伐
採
）

に
つ
い
て
は
、
地
域
連
絡
会
議
の
下
に
事

項
毎
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
し
、
対

応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
九
州
森
林
管
理
局
に
お
け
る

　
保
護
管
理
の
取
組

　
遺
産
地
域
の
約
7
割
は
国
有
林
野
と
な
っ

て
お
り
、
当
局
で
は
そ
の
大
部
分
を
森
林
生

態
系
保
護
地
域
に
設
定
し
、
定
期
的
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
、
厳
格
な
保
護
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
遺
産
地
域
の
4
地
域
に
、

鹿
児
島
森
林
管
理
署
、
沖
縄
森
林
管
理
署
の

森
林
官
を
そ
れ
ぞ
れ
常
駐
さ
せ
、
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
、
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
、
リ

ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ヒ
モ
ラ
ン
、
タ
イ
ワ
ン
ミ
ヤ
マ

ト
ベ
ラ
な
ど
希
少
動
植
物
の
保
護
を
図
る
た

め
の
巡
視
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
密
猟
・
盗

掘
・
盗
採
の
防
止
に
係
る
普
及
啓
発
な
ど
、

関
係
行
政
機
関
や
地
元
の
方
々
と
も
連
携
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
表
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

で
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
生
育
状
況
や
生

育
環
境
の
調
査
を
は
じ
め
、
船
浦
ニ
ッ
パ
ヤ

シ
希
少
個
体
群
保
護
林
や
「
森
の
巨
人
た
ち

百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
仲
間
川
の
サ
キ

シ
マ
ス
オ
ウ
ノ
キ
、
ウ
ダ
ラ
川
の
オ
ヒ
ル
ギ

な
ど
の
各
種
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
ギ
ン
ネ

ふ
な  

う
ら

構成要素 遺産地域（ha） 緩衝地帯（ha）
奄美大島 11,640 14,663
徳之島 2,515 2,812

沖縄島北部 7,721 3,398
西表島 20,822 3,594
総面積 42,698 24,467
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希少種保護のための合同夜間パトロール（奄美大島） 巡視時に発見した廃棄物の回収（徳之島）

希少野生生物保護の取組の報告会（沖縄島北部） 地元小学生への森林環境教育（西表島）

世界自然遺産「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」の保護管理についてSE RIES. 国有林野事業の取組

ム
、
ア
メ
リ
カ
ハ
マ
グ
ル
マ
な
ど
の
外
来
植

物
の
効
果
的
な
駆
除
に
向
け
た
試
験
、
森
林

環
境
教
育
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
貴
重
な
森
林
生
態
系
を
将
来
に
引
き
継
い

で
い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
関
係
行
政
機

関
、
学
識
経
験
者
、
地
元
関
係
者
と
連
携
し

な
が
ら
、
遺
産
地
域
の
保
護
・
管
理
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島  世界自然遺産管理体制図
科学的検討体制

助言依頼 科学的助言

奄美ワーキンググループ

沖縄ワーキンググループ

検討事項
◎価値の保全に関する事項
◎自然環境の保全管理に関する事項
◎保全管理のための調査研究・モニタリングに関する事項
◎その他目的達成のために必要な事項

科学委員会
（様々な分野の専門家）

ワーキンググループ

要請事項対応タスクフォース
（関係行政機関・地域関係団体・専門家等により構成）

実施内容 ◎要請事項対応方策の検討

観光管理TF
（担当機関：沖縄県）

ロードキル対策TF
（担当機関：環境省）

河川再生TF
（担当機関：環境省）

森林管理TF
（担当機関：鹿児島県）

保護管理体制
地域連絡会議

（地域との連絡調整・合意形成）

（各地域の関係行政機関・地域関係団体により構成）
地域部会

国：環境省林野庁文化庁
県：鹿児島県沖縄県
市町村：奄美市、大和村、宇検村、瀬戸内町、
           龍郷町、徳之島、町天城町、伊仙町、
           国頭村、大宜味村、東村竹富町

管理機関 実施内容
◎包括的管理計画の実施
◎モニタリング計画に基づくモニタリング
◎個別要請事項対応
　観光管理／ロードキル対策
　河川再生／森林管理

実施内容
◎地域別行動計画の実施
◎地域個別課題への対応

奄美大島部会

徳之島部会

沖縄島北部部会

西表島部会

設置報告

科学的
助言
科学的
助言

助言
依頼
助言
依頼
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一般社団法人　日本森林学会
2021年度の「林業遺産」に3件が

選定されました
日本各地の林業は、地域の森林をめぐる人間の営みの中で編み出され、明治期以降は海外の思想・技術も取り入れ

つつ、大戦期の混乱を経て今日に至るまで、多様な発展を遂げてきました。日本森林学会では、学会100周年を契機と
して、こうした日本各地の林業発展の歴史を、将来にわたって記憶・記録していくための試みとして、「林業遺産」選定
事業を2013年度から開始しました。9年目となった2021年度は、3件を林業遺産（登録No.46～48）として認定しまし
た。選定結果は、2022年５月20日の日本森林学会定時総会において公表され、認定証・記念品が各件の所有者・管理
者等に贈呈されました。
「林業遺産」についての詳細情報は、日本森林学会のホームページをご参照ください。
https://www.forestry.jp/efforts/forestryheritage/

TOPICS

05

登録
番号 46

林　業
遺産名

認定
対象

成立
年代

所在地

所有・
管理者

認定
理由

林業機械化センター保存の森林鉄道
車両群と根利森林鉄道遺構

林業機械化センター保存の車両群、
根利森林鉄道遺構

車両群：1921年～1961年
森林鉄道遺構：1940年～1952 年

群馬県沼田市利根町根利1,445番地
関東森林管理局利根沼田森林管理
署管内国有林内

秋田県大館市長走字長走３６２-３ 青森県青森市柳川2丁目4-37

車両群：林野庁森林技術総合研修所
林業機械化センター
根利森林鉄道遺構：林野庁関東森林
管理局利根沼田森林管理署

森林鉄道の発展過程を理解する上で
重要な車両群が保存されており、隣
接する森林鉄道遺構と合わせて、当
時の技術を現地で理解することが出
来る。

47

長走風穴種子貯蔵庫遺構

長走風穴種子貯蔵庫遺構群、関連す
る古写真等

1912年

大館市

種子貯蔵の中核として、近代における
東北地方の造林事業を支えた施設で
ある。貯蔵庫部分は完全な形で現存し
ており、その歴史を今に伝えている。

48

旧青森営林局庁舎

1908年

青森市

青森・岩手・宮城３県にまたがる広大
な国有林経営の中核的施設であり、
貯木場と製材所、森林鉄道が併設す
る国内最大規模の林業拠点として、青
森ヒバの流通に貢献し、地域の発展
を支えたという歴史を象徴している。

ながばしりふうけつ                       旧青森営林局庁舎
（現青森市森林博物館）ね  り
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チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
特
別
講
習
を
受
講

神
奈
川
県
厚
木
市
に
あ
る
神
奈
川
県
自

然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
に
て
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
特
別
講
習
を
受
け
て
き
ま
し
た
！

以
前
視
察
し
た
林
業
現
場
で
は
、
作
業

さ
れ
て
い
る
方
が
慣
れ
た
手
つ
き
で
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
操
り
、
大
き
な
樹
を
す
ん
な

り
伐
木
し
て
い
る
様
子
が
と
て
も
格
好
良

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
印

象
が
強
く
て
、
私
も
ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

講
習
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
組
み
立

て
、
解
体
作
業
を
通
じ
て
、
ど
う
い
う
仕

組
み
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
動
い
て
い
る
の

か
を
学
び
、
木
を
切
る
際
の
受
け
口
な
ど

の
作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
木
を
切
る
際
に
は
力

は
入
れ
ず
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
重
み
を
上

手
く
使
う
と
す
ん
な
り
と
切
れ
る
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
…
実
際
に
は
緊
張

か
ら
余
計
な
力
が
入
っ
て
し
ま
い
、
な
か

な
か
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
に

か
く
慎
重
に
機
械
を
操
作
し
、
無
事
に

修
了
証
明
書
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

講
習
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
学
び

は
「
林
業
作
業
中
の
事
故
の
多
さ
」
で
す
。

講
習
中
何
度
も
先
生
が
「
危
険
」
と
い
う

言
葉
を
発
し
て
、
注
意
を
促
し
て
い
ま
し

た
。
林
業
は
と
て
も
大
変
な
お
仕
事
で
あ

り
、
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
だ
と
い
う

こ
と
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
操
作
中
に
事
故
の
危
険

か
ら
身
を
守
る
防
護
服
の
仕
組
み
に
は
大

変
驚
き
ま
し
た
。

事
故
は
起
き
て
ほ
し
く
は
な
い
で
す

が
、
も
し
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
時

に
防
護
服
を
着
用
し
て
い
れ
ば
大
き
な
怪

我
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
講
習
を
経
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
便
利
さ
と
と
も
に
そ
の
扱
い
の
難
し

さ
、危
険
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
仕

事
を
し
て
い
る
林
業
に
関
わ
る
方
々
の
す

ご
さ
も
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
林
業
に
対
す
る
見
方
が
自
分
の
中
で

大
き
く
変
わ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

林
業
に
携
わ
る
方
々
は
安
全
に
配
慮

す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、

自
然
と
向
き
合
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
皆
様
の
安
全
へ
の
姿
勢
を
多
く

の
方
々
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
第
72
回
全
国
植
樹
祭
に
参
加

先
月
は
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第

72
回
全
国
植
樹
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
と
い
う
と
琵
琶
湖
が
真
っ
先
に

思
い
つ
き
ま
す
。
県
土
の
約
半
分
に
あ
た

る
森
林
が
、
琵
琶
湖
の
水
を
育
む
水
源
と

し
て
貴
重
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
今

回
の
開
催
場
所
で
あ
る〝
鹿
深
夢
の
森
〞も

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

古
く
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
「
森
林
」「
琵

琶
湖
」「
人
」
の
関
わ
り
。
豊
か
な
自
然

が
育
ま
れ
た
会
場
で
、
改
め
て
「
森
‐
川

‐
里
‐
湖
」
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

滋
賀
県
の
方
々
が
森
林
を
大
切
に
育
ん

で
き
た
歴
史
的
経
緯
や
、
私
が
実
際
に
感

じ
た
人
の
温
か
さ
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
心
が
け
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ミス日本みどりの女神

成田　愛純
なりた　　　 あすみ

みどりの
女神が行く！

▲ 植樹祭会場にて▲ 滋賀県産の少花粉スギの植樹

▲ 憧れのチェーンソーを操作
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